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平
成
２６
年
１０
月
３０
日
の
第
１
回
広
報
部
会
を
皮
切
り
に
記
念
誌
製
作
の

活
動
が
始
ま
っ
た
。

広
報
部
会
で
編
集
方
針
や
構
成
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
持
た
れ
、

百
周
年
を
見
据
え
つ
つ
、

八
十
周
年
に
続
く
十
年
間
を
重

視
し
た
構
成
に
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
十
年
間
の
本
校
の
取
り
組
み
の
中
で
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
心
に

据
え
ら
れ
て
い
る

「電
≧
甲
豊
８
こ

は
学
校
全
体
の
大
き
な
柱
と
な

っ

て
き
た
。
ま
た
、

平
成
１５
年
に
新
設
さ
れ
た
理
数
科
も
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

課
題
研
究
の
一
環
と
し
て
参
加
し
た
ロ
ケ
ッ

ト
甲
子
園
で
優
勝
し
、

世
界
大
会
宅
乃
Ｑ
さ
昼

へ
出
場
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
。
そ
こ
で
、

電
登
甲
豊
Ｒ

とヽ
理
数
科
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
た

に
加
え
た
。

さ
ら
に
、

平
成
２２
年
に
は
歌
式
野
球
部
が
全
国
高
等
学
校
軟

式
野
球
選
手
権
大
会
で
優
勝
を
、

ま
た
、

平
成
２５
年
度
に
は
吹
奏
楽
部
が

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会
に
初
出
場
し
見
事
金
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、

運
動
部
、

文
化
部
と
も
に
熱
心
に
活
動
を
続
け
、

大
い
に
活
躍

し
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
は
軟
式
野
球
部
が
全
国
大
会
で
見
事
準
優
勝
を

成
し
遂
げ
、

九
十
周
年
に
花
を
添
え
、

松
陵
健
児
の
心
意
気
を
示
し
て
く

れ
た
。

部
活
動
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
幅
広
く
原
稿
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、

能
代
高
校
に
対
す
る
、

熱
い
想
い
に
満
ち
漏
れ
る
原

稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。

校
訓

「至
誠
力
行
」
と
校
是

「文
武
両
道
」
の
も
と
、

職
員
と
生
徒
が

一
九
と
な
っ
て
、

学
習
や
部
活
動
、

生
徒
会
活
動
な
ど
各
種
行
事
に
道
進

し
て
き
た
が
、

今
後
創
立
百
周
年
に
向
け
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
た
い
。

最
後
に
、
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
稿
依
頼
に
ご
快
諾
い
た
だ

き
執
筆
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
、

発
行
日
直
前
ま
で
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
八
郎
潟
印
刷
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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